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私たちは、お客さま、お取引先、地域社会の皆様、社員などの様々なステークホルダーの方々によって、企業活動

を支えていただいていることを認識し、企業市民として、社会、産業、生活あらゆる分野に貢献していきます。 

リコーロジスティクスグループは、 

コンプライアンス、環境保全活動、情報セキュリティ・・・などに取り組むことで、企業の社会的責任を果たすと

ともに、社会全体が求める 物流、各産業・各企業が求める物流、グローバル化する各個人の生活が求める物流のひ

とつひとつを見つめ、全てを満足していただけるロジスティクスを追及します。 

お客さまのために 社会のために 未来のために 

お客様に対するサービスと信頼関係で成長する企業を目指します。 
 

編 集 方 針  

リコーグループは、環境保全と利益創出

を同時に実現する環境経営」を目指して

います。当報告書は、リコーグループの

環境経営の考え方を受けて構築している

リコーロジスティクスグループの環境経

営の考え方、活動事例などを情報開示

し、社会とのコミュニケーションを図る

と共に、環境活動と物流業の繋がりを広

くお知らせするために発行しています。

また環境活動と事業活動の報告を通じ

て、環境保全活動の環が社会に拡がるこ

とを目指しています｡対象読者は、リコー

ロジスティクスグループの企業活動に関

わるすべてのステークホルダー（お客

様、地 域 の 方 々、パ ー ト ナ ー、従 業 員 

等）の皆様です。 

報 告 対 象 期 間  

２０１５年度 

（２０１５年４月～２０１６年３月） 

（活動報告については、一部に対象年以

はじめに ～ステークホルダーの皆様に 

表 紙 イ ラ ス ト  

著作者：

youtodesign.com 

報告対象 

リコーロジスティクスグループの中で、

国内にてＩＳＯ１４００１：２００４認

証を取得した全組織の活動実績データを

基本的な対象範囲としています。なお、

特筆すべき事項がある場合には、対象と

している組織以外のデータを使用してい

る部分もございます｡ 
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トップメッセージ 
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平素より格別なご理解とご支援を賜りありがとうございます。 

 

リコーロジスティクスグループは１９６４年に株式会社リコーの物流部門が独

立して誕生し、現在、国内は１００を超える拠点、海外では約１０拠点を

有する総合グローバルロジスティクス企業として成長、「安心・安全・確実な物

流」を基本概念とし、経営理念である「お客様から信頼され続けるプロ集団を

目指す」のもと、環境保全と経営を同軸とする「環境経営」に責任を持って取り

組み、社会と地球環境の持続可能性に貢献することは社会的責任を果たす

ことであり、企業価値を高め、お客様からの信頼の獲得と成長に欠かせないと

考えています。 

 

「環境経営」の取り組みとして、動脈物流（包装設計・調達・生産・販売）か

ら静脈物流（回収・再生・処理）までの“一気通貫の物流ネットワーク”である

「循環型ロジスティクス」を構築し、その過程における温室効果ガス排出量抑制

や廃棄物の３Ｒ（Reduce, Reuse, Recycle）を事業上、関西リサイクルセ

ンター、物流センター横浜内の共同物流センター構築という大規模な投資によ

る具現化のみならず、私どもの運送事業を支えるドライバーの向上省エネ運転

にも繋がる安全運転技術向上を狙いとしたドライバーコンテストも２０１６年

度で４回目を迎えました。更に包装設計においては２０１６年度世界パッ

ケージングコンテストにて「ワールドスター賞」を受賞するなど着実に歩みを進めて

おります。 

 

また「地球環境の持続可能性」に責任をもって取り組む為に、グループ従業員

一人ひとりの意識向上策として、生物多様性が豊かな「森林生態系保全」に

着目し、東京都との「企業の森・リコーロジスティクスグループ（御岳）」の協定

やＮＰＯ等の活動に積極的に参加、実践的な啓蒙にも努めています。 

 

私たちは物流企業として社会への責任を果たす為に、「環境経営」の基盤であ

る「コンプライアンス最優先」を貫き、コンプライアンスを事業活動の基盤とした法

順守と社会的規範を心がけ、行動することによりお客様、社会、会社の発展の

同時実現にグループ一丸となって取り組んでまいります。 

リコーロジスティクス株式会社 

代表取締役 社長執行役員 

若松 勝久 

経営理念
私たちは、グローバル物流企業としてすべてのお客様から信頼され続けるプロ集団を目指します

目指す姿
１．世界５極全てでお客様の困りごとを解決しグループ全体最適な物流サービスが提供できている

２．リコーグループ事業とのシナジーの創造によりお客様の事業拡大にお役立ちしている

３．一人ひとりが旺盛なチャレンジ精神を持ち､会社と社会の発展に貢献している

行動指針
１．顧客起点

すべての行動を顧客起点で実践し、お客様の困りごとを先取り解決し 期待以上の“満足”を提供する

２．チャレンジ

現状に満足せず、常に新たな発想と技術でＫＡＩＺＥＮし続ける

３．スピード

環境変化を素早く捉え、スピードを持って行動する

４．公明正大

すべての行動を公正、公平に実践する

５．コンプライアンス

常に法順守と社会的規範を心がけ行動する
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環境保全と利益創出を同時に実現する 

グリーンロジスティクス 

私たちリコーロジスティクスグループは気候変動、資源の枯渇、生態系の劣化などの

地球環境問題に物流事業者として事業環境の変化に対応しながら環境負荷削減に最大

限の努力をしています。 

環境経営 

物流センター愛川 
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リコーグループ環境経営４本の柱 

 リコーグループの「環境経営」は、環境保全と利益創

出の同時実現を意味します。リコーグループは事業活

動において排出される環境負荷を低減する「省エネ・

温暖化防止」「省資源・リサイクル」「汚染予防」と、地球

の再生能力を高めるために必要な「生物多様性保全」

の４本の柱で活動を推進しています。 

動脈物流・静脈物流    

一気通関物流ネットワーク 

私たちリコーロジスティクスグループは、環境負荷の尐

ない「循環型ロジスティクス」を構築しています。 

工場で製品を製造するためのパーツ、完成した製品を

お届けする「動脈物流」、使用済み製品を回収・リサイ

クルする「静脈物流」を合わせた一気通貫の物流ネット

ワークである「循環型ロジスティクス」を推進しています。 

更に、このネットワークの中で発生する様々な環境負荷

を認識し、多岐にわたる環境保全活動に取り組んでい

ます。 

リコーグループ温暖化防止 

中長期目標 
2020年と2050年を照準年として、省エネ・温暖化防

止に省資源・リサイクル、汚染予防を加えた3分野での

目標を示したもの。 ３分野の主なターゲットは、「ライフ

サイクルでのCO2排出総量の削減」「資源枯渇の動向

を視野に置いた新規投入資源量の削減」「ライフサイク

ル全体での化学物質によるリスク最小化の実現」。この

目標は、3年ごとに策定される「リコーグループ環境行

動計画」に落とし込まれ、目標達成に向けた実効性の

高い活動を各分野で展開しています。(※１) 

※１ ２０１４年度 

リコーロジスティクスグループ＜Ｏ２排出量（国内）９，７７２トン 

トレーニングセンター 

複合機搬入訓練 

地球の再生能力を

向上させる取り組み

気候変動問題に対する

取り組み

環境安全性の高い

製品づくりへの取り組み

資源循環型社会に

向けた取り組み

物流の高品質化、高効率化による 

環境負荷低減 

 私たちはリコーグループ温暖化中期目標達成に向
け物流の高品質化、高効率化を進めています。 

・高品質化 

 倉庫内作業や配送時のＰＤＡ活用や作業の標準
化、情報システムによる情報の一気通関、従業員ト
レーニングセンターでの徹底した訓練による高品質化
への取組。 

・高効率化 

 消費動向に合せた全国最適在庫配置、倉庫内レイ
アウトの最適化、輸送における車両の使い方、運び
方、輸配送網の改善などによる高効率化への取組。 

・環境貢献 

 輸送手段を鉄道・船舶輸送（モーダルシフト）へ切り
替えることによりＣＯ２排出量抑制を進めています。 

IPCCの警告に基づく、世の中が目指すべき削減レベルを目指し、ライフサイクル全体で目標を設定する。

事業活動で直接排出するCO2は、生産・物流などのステージごとに目標を設定し、確実に削減する。

製品の使用電力削減は、高い目標を掲げて積極的に取り組む。

調達ステージにおいては仕入先様とともに活動を展開する。

製品の環境性能を向上させ、その性能をお客様に簡単に使っていただくための技術開発

製品の環境性能をお客様にフル活用していただくための提案活動

生産プロセスの革新による低炭素もの作り

太陽光発電などの再生可能エネルギーの活用

製品の小型化や長寿命化、リサイクルにより調達ステージでのCO2排出削減

仕入先企業の環境負荷削減の支援

物流のCO2把握システムのレベルアップ、物流の効率化、モーダルシフト

考え方

主な活動

中長期目標

リコーグループライフサイクルでのCO2排出総量（5ガスのCO2換算値を含む）を、

2000年度比で2050年までに87.5％、2020年までに30％(＊)削減する。

＊1990年度比34％削減（国内CO2）相当。
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第４回リコーロジスティクスグループ ドライバーコンテスト  点検技能競技の模様 

省エネルギー・温暖化防止 

  私たちリコーロジスティクスグループにおいて省エネ・温暖化防止への取り組みは輸配送と倉庫の

二つのステージに分けることができます。具体的には、輸配送のステージでは車両の化石燃料使用

を削減、低公害車の導入やエコドライブ、モーダルシフト、更にエコにつながる安全運転の模範づくり

としてドライビングコンクールを実施しています。そして 倉庫（オフィス含む）のステージでは省エネ

型照明器具や空調設備の導入、さらに運用改善に取り組むことで電気やガスなど間接的な温室

効果ガスの排出抑制に取り組んでいます。 

リコーロジスティクスの温暖化防止への取り組み 
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営業車両利用における取組 

 リコーロジスティクスグループでは、輸送に使

用する営業車両をディーゼル車以外にＣＮＧ車
（※１）やハイブリッド車（以下ＨＶ）等の地球環境に

やさしいトラックを使用しています。 さらに安全

運転評価やエコドライブ評価機能を持つデジタ

ルタコグラフ（※２）、アイドリングストップ装置（※３）を

導入しています。営業車両以外の自家用車に

は電気、プラグインＨＶ、ＨＶ車を多数使用して

います。 

総勢１５名の各事業部代表ドライバーが参加したドライバーコンテスト。「１．日頃の運転技術や知識を競い合い、事故撲滅の意識

を高める」、「２．お互いに切磋琢磨することで、モチベーションを上げる」を狙いに筆記試験、実技試験［運転技能（左）、点検技

能（右）］を２トン車部門、４トン車部門の２部門で技量を競い合った。（写真は２０１６年度の第４回コンテストの様子） 

※ １  ＜ Ｎ ＠ 車（＜ Ｎ

＠ ： ＜ ompressed  Ｎ

atural ＠as） 

圧縮した天然ガスを燃料とす

る自動車。＜Ｎ＠はメタンを

主成分としているため、炭素

の割合が低く、大気汚染の

原因となる硫黄酸化物の発

生量を大幅に削減することが

できる。また、ＰＭや黒煙も

排出しない。 

 

※２ デジタルタコグラフ走行

速度／急発進・急ブレーキ

回数／アイドリング時間など

の運転状況をデジタル情報

で記録し、省エネ運転の数

値評価ができる計器。通称

デジタコ。 

 

※３ アイドリングストップ装

置 

 信号停止時等に自動的に

車輌エンジンを切りアイドリン

グを停止させる車輌搭載機

器。 

 

※４ エコドライブ 

燃費向上のために自動車な

どのユーザーが行う様々な施

策や、そうした配慮を行った

運転のことである。 自動車

は同じ距離を移動するにも、

運転方法などによって消費す

る燃料の量に差が生じる。 

また、消費する燃料の量の

増加に比例し、CO2排出量

も増加する。 地球温暖化

防止のため、エコドライブが推

進されている。  

 

※５ エコドライブ活動コン

クール 

 交通エコロジー・モビリティ

財団がエコドライブを普及推

進するための活動の一環とし

て、「エコドライブ活動コンクー

ル」を開催して優れた取組み

を行っている事業者および団

体を表彰し、その取組み内

容を紹介することで更なる普

及を図っている。 

 

 

エコドライブ活動コンクールへの参加 

 リコーロジスティクスグループではエコドライブ（※４）

の推進にあたり、その実力を計る場として、公益財

団法人交通エコロジーモビリティ財団主催の｢エコド

ライブ活動コンクール（※５）」に２００８年からエント

リー、８年連続で入賞、２０１５年度は１０事業所

が､入賞及び認定証授不を果たしました。 

２０１５年度は､他社を含め事

業部門４３６件のエントリーの

中から､１１３事業所が入賞､

内５２事業所が認定証授不を

果たしています。 

ドライバーの技能向上と安全への意識向上 

 一般的に安全運転は環境負荷低減に繋がりま

す。例に挙げればタイヤの適正な空気圧は燃費向

上に繋がります。また急加速、急発進をしない運

転は商品の荷崩れ防止と燃費向上に繋がります。 

 私たちは物流企業として、ドライバーの法令知

識、運転・点検技能のさらなる向上と安全運転へ

の意識を高め、事故削減につなげることを目的とし

て２０１３年から「リコーロジスティクスドライバーコン

テスト」を全国から代表者を募り、年に１度開催し

ています。  

デジタルタコグラフ アイドリングストップ装置 

地球にやさしい車両の使用 

エコドライブの推進／運転技能の向上 

電気自動車 
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省エネルギー・温暖化防止 

 コンテナラウンドユースは、輸入コンテナを荷卸し

後、空いたコンテナを輸出荷積みに継続して利用

することで、使用効率を向上させ、全体での走行本

数・走行量を減らし、CO2、排気ガス排出量削減な

どの環境負荷低減に寄不する取り組みです。（※2） 

国際ロジスティクスセンターでは、２０１５年８月から

宮城県花巻市に所在するリコーインダストリアルソ

リューションズ株式会社（以下ＲＩＮＳ）向けに鉄道輸

送［モーダルシフト］とインランドコンテナデポ［ＩＣＤ］
（※3）を利用したコンテナラウンドユースを組み合わせ

た輸入物流改善（※4）に取り組んでいます。 

 

鶴見区

川崎区

神奈川区

西区

中区

港北区

幸区

輸出入コンテナ輸送 ～国際ロジスティクスセンターの取り組み～ 

左／国際ロジスティクスセンター外観 

リコー及びリコーグループ関連会社の

輸出入Ｋｅｙ拠点の機能を持つ。 

輸出では国内生産拠点からセンター

に集約された貨物（複写機本体と

周辺機器など）の混載を行い、船

舶、航空機で海外拠点へ複合一貫

輸送を行う。輸入ではリコーグループ

海外生産拠点から輸入された貨物を

国内各工場への配送を行う。 

リコーグループの国際物流の拠点とし

て保管、梱包、コンテナ詰め、保税、

通関などの機能を有し、：＞Ｏ（※１）

認定事業者としてのコンプライアンス

及びセキュリティ体制も整っている。 

※１.AEO（Authorized Economic Operator）の略 

国際貿易の安全確保と円滑化を両立させるため、貨物のセキュリティ管理と法令遵守の体制が整備された国際貿易に関連する 

事業者（輸出者、輸入者、倉庫業者、通関業者、運送者、製造者）に対して、 

税関長が承認又は認定を行なうことにより、当該事業者に係る貨物の通関手続きの簡素化・迅速化を図る制度。  

コンテナラウンドユース 

※２ コンテナラウンドユース 

２０１５年度実績 

２０？Ｔコンテナ ６本 

４０？Ｔコンテナ ７本 

＜Ｏ２排出量 ９．１トン

削減効果 

※３ インランドコンテナデポ 

Inland Container Depotの

略。輸出入する貨物の荷捌

きをする施設を兼ねた内陸

型の海上コンテナを一時的

に集積する場所のことです。  

※４ 輸入物流改善 

東京盛岡間を鉄道輸送に、

通常は東京へ空のコンテナを

返却する必要があるが、盛

岡ICDを利用し、他社輸出

に利用することにより盛岡東

京間の輸送を不要とした。  
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  モーダルシフトとはトラック輸送から地球にやさしく大量輸送が

可能な鉄道輸送、船舶輸送への転換を図ることをいいます。

「CO2排出量削減（※５）」など地球温暖化や、「トラックによる交通渋

滞緩和」、「交通事故縮小」、「輸送量に対しての省人化」などそ

の他社会課題対応への効果を期待されています。 

 例えば、(株)リコーが中国で製造した複合機（ＭＦＰ）、レーザー

プリンター（ＬＰ）という主力製品群の輸入に関して、従来東京港に

陸揚げを行い、コンテナトレーラーで仙台近辺に所在するリコーイ

ンダストリー(株)に陸送をしていましたが、陸揚げ地を仙台塩釜港

に変更、内航船による輸送に転換したことにより陸送と比較して、

年間７４０トンのＣＯ２排出量削減に結びついています。 

 

トラック輸送から鉄道輸送・船舶輸送への転換 ～モーダルシフト～ 

 北米、欧州、中国輸出においてリコー大型複写

機を４０フィートコンテナに積むと上部空間が空き

スペースとなりますが、そのまま輸送することは輸

出貨物全体の物量に対してコンテナ本数削減が

出来ないこととなり、輸送時に排出されるＣＯ２も

削減することができません。そこでコンテナの上部

空きスペースに大きさの異なる貨物を積むこと

で、全体のコンテナ本数を減らし、輸送コストと

CO2排出量の削減に寄不する取り組みを行って

います。従来は積み込む人のノウハウに頼ってい

ましたが、今は専用に開発された貨物積み付け

支援システムにより面倒な積み付け計画を３Ｄで

可視化することにより短時間で立案。多様な積み

付け条件を考慮し、効率の良い積み付けアルゴリ

ズムを用いて貨物配置を自動立案します。 

大型複写機 サプライ品 

上部空き空間 

大型複写機 

サプライ品 

バンニング設計 

梱包設計 

バンニングプラン 

コンテナ上積み設計に伴う輸送コンテナ本数削減 

※５ 鉄道輸送による

ＣＯ２排出量削減実績

（2015年度）９０トン 

 

ﾊﾞﾝﾆﾝｸﾞﾌﾟﾗﾝ 
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リコーロジスティクスの省資源化への取り組み 

 輸送時の化石燃料利用以外にも、木製パレット、包装用資材としての紙の利用など

物流において天然資源を起源としたものが多く使用されています。ここでは省資源の

視点でリコー製品のリサイクル事業、そして物流事業者として共同物流、包装事業等

資源を無駄なく効率よく使用するための取り組みについてご紹介します。 

省資源・リサイクル 

リサイクル事業 使用済み製品 分解作業 
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 リコーグループでは、回収した自社製品の再資源

化手法に関する基本理念として、「コメットサークル」

という考え方を示しています。「コメットサークル」にお

いては、リユース／マテリアルリサイクル／ケミカルリ

サイクル／エネルギーリカバリーという順で再資源

化における優先順位を明確化しており、「廃プラス

チック」の処理においてもその考え方が適用した上

で、「ゼロエミッションにおける中身の改善」に取り組

んでいます。  

「新規投入資源量を2020年までに25％の削減（2007年比）」を目指した 

リコー複写機部品材料の内部再生処理の取り組みについて 

循環型ロジスティクスを支えるグリーンロジスティクス 

※１.クローズドマテリアル

リサイクル 

回収した自社製品の再

資源化手法のことで、自

社で分解、破砕した後、

自社製品としての再生

を行うこと。使用済み複

写機のプラスチック部品

をリコー独自のグレード

毎に選別し、再生処理

の上でコンパウンド／成

型を行い、複写機部品

として再生する。 

それとは別に自社製品

以外の商品 として他のリ

サイクル材使用者が再

生を行うことを「オープン

ループマテリアルリサイク

ル」 という。使用済み複

写機のプラスチック部品

を 混 合 回 収 し、： ；

Ｓ／ＰＳ等種類別に

選別した上で、フレーク・

ペレット化し、原材料とし

て販売するか他製品とし

て再生する。 

 私たちは、荷主である(株)リコー及びリコージャパ

ン(株)が廃棄物処理法における特例制度である

｢広域再生利用認定｣を受け、広域再生利用認定

産業廃棄物処理者として、責任を持ってリコーが製

造した製品の収集・運搬業務、回収ロジスティクス

を行うための静脈物流［回収＆リサイクル拠点網］

の再整備を2015年度から2016年度にかけ行い、

分散型から統合型への転換を図っております。お

客様から回収した使用済みの製品は、全国の一次

回収センターにて引き取り、グリーンセンター（※２）へ

と集約され、使用済み製品の選別作業を行い、再

生品は再生センター、再資源化機はリサイクルセン

ター（※３）へ、適切な工程へと受け渡します。リサイク

ルセンターへと運ばれた再資源化機は手順に従っ

て解体され、再使用部品とマテリアルリサイクル品

に分別され、次工程へと受け渡されます。 

※２.グリーンセンター 

使用済みリコー製品の

回収・集約・選別を行う

拠点。選別後、各地再

生センター・リサイクルセ

ンターに受け渡す機能を

持つ。 

 

※３．リサイクルセンタ- 

グリーンセンターから届い

た使用済みリコー製品の

再使用部品選別と原材

料としての再資源化を

行う施設。 

環境開発工業

拓琉金属

リサイクルテック

東北リサイクルC

RI 前橋 RI 東北

RI 埼玉(ﾘｻｲｸﾙﾌﾟﾗｻﾞ)
REX 恵那

RI 喜多方

リサイクルテック中部

ハイパーサイクルシステムズ

RI 厚木

関東リサイクルC
関西リサイクルC

三郷倉庫
北関東倉庫

厚木倉庫（第二）

集約センター

リユースセンター

内部リサイクルセンター

外部リサイクルセンター

成形メーカー

再生センター

再生樹脂

熱エネルギー

その他
（埋立）

鉄・アルミ

ミックスメタル

ダスト

一次回収
センター

樹脂材料
メーカー

微粉砕処理

グリーン
センター

マテリアルリサイクル

再資源化機の
部品単位での選別

リコーロジスティクスグループ業務範囲

使用済み製品

使用済み製品の
引き取り

使用済み製品の
選別

再生品

再資源化機

部品・ユニット

粉砕処理リサイクル
センター

再使用部品

＜After＞統合型 2016年10月時点 ＜Before＞分散型 

クローズドマテリアルリサイクルを支える静脈物流ネットワーク 

クローズドマテリアルリサイクル（※１）の拡大 

２０１５年度実績

１． ＰＰ＜複合機回収台数 136,429 台

２． マテリアルリサイクル率

１） ＰＰ＜複合機 95.0 ％

２） プリンターパーツ 66.2 ％

３） サプライ品 47.4 ％
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特集１ 

関西リサイクルセンター 

～人と環境にやさしいリサイクルセンター～ 

 
日本において、リコーグループでは、1990年代はじめから「省資源・リサイクル」を環境保全
活動の柱のひとつと位置づけ、市場から回収した複写機・レーザープリンター、トナーカート
リッジ、消耗部品などのリサイクルに取り組んできました。 今回、OA機器やオフィス移転で
不要になった什器等の収集運搬と廃棄処理、及び、分別、解体によるリサイクル、リユース
など西日本の回収リサイクル事業を担うリコーロジスティクスグループ・三愛ロジスティクス関
西に所属する関西リサイクルセンターを尋ねました。 

 

左／関西リサイクルセン

ター外観 

大阪府大阪市港区福

崎に所在する。リコーロジ

スティクスグループ・三愛

ロジスティクス関西 本社
（※１）に隣接している。

人と環境にやさしい建屋

仕様 を導 入。騒音・振

動・粉じん対策（本文

参照）、温暖化防止の

一環として全館Ｌ＞＝

照明化を行っている。 

規制への対応 

－旧リサイクルセンター（大阪市西

淀川区 ）から福崎に移転する際

に法規制対応で苦労されたとのこと

ですが。 

 一日に５トン以上に破砕処理を

行う施設には行政の許可が必要で

す。 大阪市は特に日本国内でも

ナンバー１の環境に関わる都市計

画条例や規則を施行しています。

例を挙げれば粉じんや騒音、そして

振動を外部に漏らさない建屋造り

を行なわないと大阪市環境局都市

計画課の認可がおりません。 

－許認可に関して、大阪市では一

般的には２年から３年かかると伺っ

ていますが。 

 今回、西淀川からの移転計画発

令後、スタッフ全員一丸となって行

政からの要求に対応することにより

１年半で許認可を取得しまた。こ

れは誇れるべきことだと思っていま

す。 

騒音・振動の封じ込め 

－許認可に関して具体例を教えて

ください。 

 まずは騒音の封じ込めです。「密

閉」がキーワードになります。その対

応方法として密閉度の高い密着式

ドックシェルター方式を採用していま

す。具体的には２トン車用、４トン

車用を装備しています。また、１０

トン車については、センター内部に

駐車スペースを設け、規制内容に

即し、センター外部での回収品の荷

役作業は行わないレイアウトになっ

ています。 

－振動についてはいかがでしょうか。 

 当センターには竪型破砕機が装

備されています。処理能力は１時

間あたり４．１２トン（※２）、処理

物の大きさとしては１２００ｍｍ

以下なら破砕が可能です。従来、

人が手分解で小型のプリンターや

ノートＰ＜などをプラスチックや金属

に素材選別していましたが、破砕機

による破砕処理、素材選別（常

時従事者２名）、により生産性を

向上させています。破砕処理時の

振動対策として、免震構造による

振動防止対策を、更に騒音対策と

※１  

三愛ロジスティクス関西 

 三愛ロジスティクス株式会

社[関西]は、リコーグループ

の関西地区のオペレーション

を担うべく、１９７７年に設

立された。 設立以来、主

要荷主のリコーグループのみ

ならず、物流センター関西を

中核としながら、様々な企業

様へ物流サービスをご提供し

ている。従業員数２４６

名、（２０１６年３月現

在） 

尚、本記事においては「ＳＬ

※２ 処理能力 

実際に１．２５トンの物量

投入した結果の実測値。 
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して第一にシートシャッターにより２

重防壁、空気層を作ること、第２に

壁の厚さを４０㎝にして音漏れを

防いでいます。 

女性や高齢者にやさしい環境 

ー騒音面、振動面について厳しい

規制に適合したセンターということが

わかりました。環境規制は「人にやさ

しく」という社会的責任の範疇でもあ

ると思います。その視点で他に取り

組まれていることを聞かせて下さい。 

 そもそもリサイクルセンターのような

業種は一般的に３Ｋ（きつい、危

険、きたない ）職場と思われがち

で、人材確保も業界の課題となって

います。当センターでも素材選別に

ついて機械選別が不可能な、人に

頼らなければならない素材選別作

業があります。そこで女性や高齢者

が従事できる作業環境の提供を目

指し、第一に解体作業の工程分析

を終始行い、生産性を上げる為、

人の動線モノの動きに係わる無駄

取りと業務内容への平準化による

「誰でもできる作業環境」の提供を

試みています。第二に職場環境とし

て大型の集塵機を複数台設置し、

手作業によるトナーカートリッジの素

材分解などによる廃トナーの粉じん

を集めるなど空気浄化を行っていま

す。 

見せる倉庫化 

第三に「見せる倉庫」を目指しいま

す。（※４）見学者を受け入れるとい

うことは絶えず第三者を意識しなが

ら、働く従業員自身も誇りを持って

従事できる職場を作ることだと思いま

す。その為に「人同士のコミュニケー

ション」を高める努力を行う必要があ

り、指導者の育成が急務になってい

ます。 

 

人づくり、指導者の育成 

ー指導者に求められることはどのよう

なことでしょうか。 

第一に事業に関連する法令、罰則

へ の理 解、第二に 品質・生産管

理、つまり客観的に業務工程の無

理無駄を見つけられること、そして異

常値をキャッチできること、第三にリサ

イクル営業・技術のノウハウを有し、

このセンター業務に対して同じ価値

観で取り組める人財を育成すること

が重要だと考えています。 

（取材内容を再構成） 

 

※３ 集塵機による粉じ

ん濃度 

厚生労働省の基準 

  3.0mg/㎥ 

実績 

 ①コピー機解体 

  0.0２mg/㎥ 

 ②サプライ解体 

 0.0３mg/㎥ 

 

※４ 見学者数 

１５年１０月オープン

から１６年１１月末で

２４社・１５８名に上

る。 

～竪型破砕機～ 

破砕処理後、素材選別方法として ⅰ．振動スクリーン［ダスト収集］ ⅱ．磁力選別機 
［鉄材］ⅲ．渦電流選別機［非鉄金属（アルミ）］を通過後、最終的に人による手選別
［紙類・銅線］、最終選別［ＭＢＸプラスチック］が行われる。 

～荷役作業の完全室内化～ 

騒音など環境規制に対応し、１０トン車は
リサイクルセンター構内に駐車する。 

～手作業による素材分解～ 

すべてが機械化できるわけではない為、 

手作業における生産性が鍵となる。 

複合機の解体作業を１時間当たり４．２台費やし
ているが、３．８台に向上させることが目標。足もと
の穴はその一環として解体時に発生するネジを落とし
て回収する工夫をしている。 

～集塵機～ 

各フロアで集めたちりや埃などをフレコンパックに集
める。その結果、手分解フロアの床などが清潔に
保たれる。（※３） 
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特集２ 

共同物流センターの構築 

～人にやさしいをコンセプトに～ 

 
3PLとは「Third Party Logistics」の略語で物流業務全般を専門業者に委託   
（アウトソーシング）することを指します。3PLにより物流全体の最適化・コスト削減・省資
源化などを実現し、お客様は経営資源をコア事業に集中していただくことが可能となります。 
今回、量販店向けサービスの提供として複数荷主の物流一元化を実現した共同物流セン
ター（物流センター横浜内）を運営するリコーロジスティクスグループ・三愛ロジスティクス東
京 を尋ねました。 

 

左／物流センター横浜

外観 

横浜市神奈川区守屋

町に所在する物流セン

ター横浜（Ｓ＠リアリティ

横浜内）に居を構える 

リコーロジスティクスグルー

プ・三愛ロジスティクス東

京（※ １）が２ 階、３ 階

にて共同物流センター

（２０１５年稼働開

始）を運営している。 

 

二つの背景 

－共同物流センター構築に至る

背景を教えてください 

 ３ＰＬサービス提供事業者とし

て第一にお客様の課題として「カ

メラ関連の市場規模・取扱い物

量の減少傾向に対応した物流効

率化による物流コスト削減」、第

二に私たち三愛ロジスティクス東

京（以下ＳＬ東京）の課題とし

て「労働環境など物流センターの

人手不足による人件費（物流コ

スト）への対応」があげられまし

た。２０１３年当初は東京都

大田区平和島に所在する東京

流通センター（以下ＴＲ＜）に

てサービス提供を行っていました

が、２０１５年建て替えに伴う

取り壊しが行われることになり、お

客さまの利便性を考慮し、物流

センター横浜に移転と同時に共

同物流センターの構築を行うこと

により課題解決を図りました。 

共同物流へのチャレンジ 

－競合同士のお客様、抵抗感は

どのように解決されましたか 

 カメラ用品業界全体で物流費

が上昇傾向にある中、競合だから

こそ共同配送はメリットが高く「競

争は販売で、物流は共同で行う」

をお客様間で合意形成できたこと

により『量販店共同プラットフォー

ム』構築へのチャレンジが始まりま

した。（※２） 

人にやさしい運用構築 

－共同物流センターの特徴を教

えてください。 

 ２点あります。ひとつは「物流セ

ンターの資源を共有化した共同

物流」。従来顧客別にレイアウト

配置していましたが、複数荷主型

のレイアウト配置と荷役・搬送・仕

分け設備の共有化を図りました。

ふたつめは「人にやさしい運用」で

す。従来、該当商品をピッキング

※１  

三愛ロジスティクス東京 

 外販荷主（３ＰＬ運

営）を主として設立されたリ

コーロジスティクスグループの

会社。カメラ・写真用品関連

商品やパソコン周辺機器を

取り合つかう荷主を対象に

３ＰＬサービスを提供してい

る。 

従業員数１５０名、倉庫

使用面積５，６８７坪

（２０１６年１月現在） 

尚、本記事においては「ＳＬ

東京」と略す。 

鶴見区

川崎区

神奈川区

西区

港北区

幸区

※２  

公益社団法人 日本ロジス

ティクスシステム協会(JILS)

様が主催する2016年度ロジ

スティクス大賞で､協働努力

賞を受賞  
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する時は担当者が所定の棚に歩

いていきますが、当センターでは「ほ

しい商品が目の前にやってくる」と

いう考え方を取り入れました。具

体的にはオリコンに商品を格納す

る自動倉庫化を行い、指示に基

づき必要な時に商品を自動搬

送、担当者の手元まで運びます。

担当者は目の前にきたオリコンから

商品を取ればよく、商品知識が無

くても誰にでも作業が可能となり、

さらに移動（歩行）の必要がなく

なり、高齢者にも働きやすい職場

環境の構築ができました。 

生産性向上と省資源化 

 倉庫システムも入庫から保管、

出庫まで棚卸を除く全ての工程を

ＡＡ＜（※３）を利用したデータ連

携を行うことにより、紙によるチェッ

クが無くなり生産性も向上、結果

として一連の作業における紙の使

用量は共同物流センター構築前

と比較して半分以下に削減され、

物流費削減として効果を出してい

ます。 

包装材レス 

－生産性向上策が環境貢献、

社会貢献に繋がるわけですね。 

 環境貢献という視点であれば、

商品の包装材レス、包装工程を

省いたオリコンによる配送（オリコ

ン配送）サービスを提供していま

す。段ボールなどの包装材レスによ

り物流費の削減、更に森林資源

の保全などに有効です。オリコンは

名前の通り折りたたみ可能による

保管場所の省スペース化、更に

再利用が可能なので届け先での

使用済み包装材の廃棄の手間や

廃棄コストも省けます。 

共同配送・モーダルシフト 

-配送での取組を教えて下さい。 

 届け先が同一であれば同じ便に

を活用しています。輸送手段とし

て九州方面は鉄道輸送を利用し

ています。 

今後の活動 

ー最後に今後の方向性を教えてく

ださい。 

 優れたシステムを導入しても、最

後は人です。モノを入れるのも人

であれば、モノを出すのも人です。 

人と人のつながりを大事にしなが

ら、作業面では極力人の手が加

わらない工程設計による品質保

証と省力化、そして物流の基本で

ある５Ｓに力を入れ今後第２、

第３の共同物流センター構築を

視野に活動を進めていきます。 

（取材内容を再構成しました。） 

※３ Ａ＜＜ 

ハンドヘルドコンピュータ

(HandheldComputer)

の略語。手のひらサイズ

の個人用の形態情報端

末で、商品バーコードを

利用した商品情報の倉

庫システムへの登録によ

る情報の効率的な利用

や 入 庫 検 品、ピ ッ キ ン

グ、梱包情報登録、出

庫検品作業などに利用

されている。 

～温暖化防止～ 

モーダルシフト 

九州向け鉄道コンテナ品川ターミナルから

福岡に複数荷主の商品を共同配送 

 

～仕分け作業の効率化～ 

ソーター仕分け設備 

行き先ごとに自動仕分けを行う。 

仕分け能力 8,000ピース 

～ほしい商品が目の前にやってくる～ 

オリコン用自動倉庫  

１６００アイテムを取り扱う。 

省人化を実現し、３名体制で運用。 

～スペース・空間の有効活用～ 

電動ラック 

固定重量ラック設置時と比較して２３３坪、 

パレット換算で５７９枚分の保管効率向上 
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環境を考慮した包装事業 

 

 

※１ 世界パッケージングコ

ンテスト 

世界包装機構が主催し、世

界の優れたパッケージとその

技術の開発、普及することを

目的として、毎年１回開催

されるコンテスト。包装技術

では、最も権威のあるコンテ

ストとして知られ、優れた包

装に対して「ワールドスター

賞」が贈られる。 このコンテス

トは、エレクトロニクスや食

品、生 活 用 品、医 療 品 な

ど、全ての包装部材を対象と

し、各国の国内パッケージン

グコンテストにおいて、入賞し

た作品だけがエントリーでき

る。尚、リコーロジスティクスグ

ループは２０１１年のジャ

パンスター賞受賞を皮切りに

日本パッケージングコンテスト

において６年間連続入賞。

（2016年現在） 

日本パッケージコンテスト、世界パッケージングコンテスト（※１）表彰盾 

写真左「包装技術賞」、写真右「ワールドスター賞」 

2015日本パッケージングコンテストで｢包装技術賞｣受賞  

2016世界パッケージングコンテストで「ワールドスター賞」受賞  

「「大型複写機用包装の紙製ジョイントロック改善」  

 リコーロジスティクス(株)、リコーテクノロジーズ(株)様、中津川
包装工業(株)様の共同開発。  

高さ160cmを超える大型機種用に作られたもので、パレット部
分と側面の包装材を絡ませた状態でセットする「ロック構造」を
導入。包装材の広がりを抑制し、外装破損を防止する。 

省資源・リサイクル 

  物流にとって包装材はなくてはならないもの。トラック・鉄道・船舶輸送における振動や、工場・

倉庫・港湾の荷扱いにおける衝撃から大事な商品を保護するために適切な緩衝設計や包装材選

定が重要とされます。私たちリコーロジスティクスグループでは、「包装」を事業として捉え、リユース・リ

サイクル可能な地球に優しく、さらに材料の軽量化、包装材の簡素化、包装作業性、経済性など

物流におけるお客様のコストメリットを考慮した包装開発を行っています。 
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｢段ボールバルク包装（※２）｣ 

容易にリサイクルできる安価な段ボールを用い､大量の粉状の

製品を輸送できるようにした包装材。 

 通常､粉状、液状などの｢流体物｣と呼ばれる製品の包装材は､

強度維持の関係上､ドラム缶などのコストが高くなる素材で開発

される｡ 

しかし今回、包装構造を工夫（※３）することで対荷重４．５トンに耐

える強度を維持した環境に優しく､段積みも可能な段ボール包

装材を実現したことが､高く評価され２０１４年度パッケージング

コンテスト適正包装賞受賞。 

※２ バルク包装 

バルクとは粉状、液状、粒

状などの状態の貨物のこと。 

２０１４年度パッケージングコンテスト適正包装賞受賞 

包装開発  ～資材選択とリターナブル化～  

地球に優しい包装開発のポイントは包装資材選択と包装容器を繰り返し使用する包装容器のリターナブル化

の二つです。ここでは資材選択とリターナブル化の取り組みの代表的な事例を紹介します。 

１．「資材選択」 

２．「リターナブル化」 

複合機などのリコー製品に使う周辺機器トレイや感

光体などの各種部品を中国やタイの海外生産工場

に輸出する際に利用する包装材（包装容器）のリ

ターナブル化を行っています。但し単純に包装材

（包装容器）を循環させるのではなく、日本に返却す

る際、コンパクトにまとめることにより、一回の輸送で

大量に返却ができる様、回収時の容積縮小化を念

頭に設計を行っています。 

緩衝材トレイのリターナブル化を例にとれば、回収さ

れた複合機で利用するローラの輸出に利用した緩

衝材トレイの清掃、検品（外観検査）、良品判定を

現地委託先にて行い、良品に関しては日本に戻し

再利用します。丌良品に関しては現地にてリサイク

ル（プラスチック材料として再資源化）を行っていま

す。回収率と再使用率の向上がこの取り組みのカギ

となります。 

事例：緩衝材トレイのリターナブル化 

※３ 包装構造の工夫 

単なる四角枠の段ボールで

は内容物を入れると面の中

央に圧力が掛かり、胴膨れ

を起こしてしまう。 開発した

包装材は、四角枠の中の

筒状の段ボールを組み込む

ことで、圧力を分散させ、胴

膨れを起こさずに、安全な

輸 送 を 可 能 に し た。  段

ボールの材質もコストの面か

らダブル段ボールをあえて採

用し、素材の強度ではなく、

構造で全体の強度を保って

いる。 
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生物多様性保全 

地球環境の保全と地域社会のニーズに合わせた社会

を築く。 

 リコーロジスティクスグループでは、事業活動における生物多様性保全を意識して

ゆくとともに、「グループ組織の社会的責任活動」として、森林保全活動や河川清掃

活動などを通じて、豊かな地球生物の多様性保全と持続可能な社会づくりの支援をし

ています。 

温室効果ガスを排出する物流企業として、温室効果ガスを吸収する森林を保全する森林生態系保全活動  

「とうきょう森づくり貢献認証制度」の認証を受けた「企業の森・リコーロジスティクスグループ（御岳）」：東京都青梅市 
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生物多様性保全 

リコーロジスティクス社会貢献活動方針の制定 

 ＣＯ２を排出する物流事業者として、ＣＯ２を吸収

する森林と全ての地球環境を支える生物多様性の

重要性を理解し、森林生態系保全を含めた社会貢

献活動を行っていくことが必要だと考え、生物多様

性保全活動の中でも森林生態系の保全を重要視

しております。 また、環境の保全活動を行うと共

に、活動を通じて環境の実態を肌で感じ、地球環境

への理解を深め、その環を拡げていくという「人づく

り」も重要と考えています。その考えの下、「社会貢

献活動方針」を２０１１年１２月に制定いたしました。 

森林を始めとした地球環境という素晴らしい財産を

引き継いでいくために、社員の社会貢献活動の活

性化を願う思いがこの社会貢献活動方針に込めら

れています。 

 

基本方針 

 リコーロジスティクスグループは、リコーグループ生物多様性方針、リコーロジスティクスグループ＜ＳＲ方針に則り、 

温室効果ガスを排出する物流業者として、温室効果ガスを吸収する森林と、 

全ての地球環境を支える生物多様性の重要性を理解し、生物多様性保全のための社会貢献活動を実施する。 

並びに社会貢献活動による、地球環境の重要性を理解する「人」を育成し、 

リコーグループとして、持続可能な社会づくりを目指す。 

行動指針 

 今を そして 将来を生きる世代のために 未来へ続く「青い地球、緑あふれる社会」を これからも・・・  

１．地球温暖化の抑制に努める 

２．地域特性に合わせた生物多様性の保全を実施する 

３．多様な地球環境とのふれあいを通じて人を育成する 

・社会貢献活動方針 

森林生態系保全活動 

リコーエレメックス恵那営業所 

「えなの森」保全活動 
企業の森・RLC-G(御岳)ボランティア活動  

宝安区鳳凰

山森林公園

植林活動 

 森林生態系保全のため、それぞれの地域で開催される植林・植栽・緑化活動などへ積極的な参加を行って

おります。２０１５年度は、延べ９９名が森林生態系保全活動へ参加致しました。 

三愛ロジスティクス[中部] リコーロジスティクスグループ 

理光国際貨運代理(深圳) 

有限公司(RLC-SZ)  

公益社団法人 宮崎県緑化推進機構

主催 ｢｢緑の募金｣植林行事 

三愛ロジスティクス[九州] 
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生物多様性 

河川・海岸・露地での生物多様性／環境保全活動 

持続可能な社会実現の一環として、森林生態系保存活動以外にも全国各地にて、拠点周辺等の地域清掃

活動、河川・海岸などでの清掃活動や生物多様性保全活動へ参加しております。 

社会貢献活動全体としては、２０１５年度は全６７件の活動を実施、延べ１，５０７名が参加しました。 

札幌営業所/ 岩手営業所/宮城営業所  

物流センター東北/東北営業所 迫営業所 山形営業所 福島営業所 群馬営業所 

物流センター関東 茨城営業所 埼玉営業所 千葉営業所  

物流センター江東 物流センター厚木 物流センター横浜/神奈川営業所 

物流センター沼津第１ 福井物流センター 物流センター中部 物流センター関西 

物流センター福岡 物流センター九州 

表彰／認定 

リコーロジスティクスグループでは、安全性優良事業所認定制度(※１)の認定取得を積極的に行っていま
す。 

安全性優良事業所認定（＠マーク） 

包装設計 

２０１５日本パッケージングコンテスト包装技術賞受賞 

２０１６世界パッケージングコンテストワールドスター賞受賞 

エコドライブ活動コンクール 

２０１５年度  優良賞 ５拠点、エコドライブ優良活動認定証（※２） ５拠点受賞 

２０１６年度  優良賞 ４拠点、エコドライブ優良活動認定証 ６拠点受賞 

※２ エコドライブ優良活

動認定証  

 昨年度エコドライブ活動コ

ンクールで優良賞以上を受

賞し、本年度も同水準の

活動をしていると認定するも

の。 

※１ 安全性優良事業所 

認定制度 

利用者が安全性の高い事

業者を選びやすくする等の

観点から、輸送の安全の確

保に積極的に取り組んでい

る事業所を認定する制度

です。具体的には、国が貨

物自動車運送の秩序の確

立のために指定した機関

（全日本トラック協会を指

定）が４１の評価項目を

設定し、同機関内の安全

性評価委員会において認

定を実施している。 

東京港野鳥公園 

環境美化活動 

佐賀県鳥栖市 開催  

県内一斉ふるさと美化活動  

犬山市工業団地周辺 

｢ごみゼロ運動｣  

卸町東二丁目公園内敷設 

仮設住宅地雑草清掃活動 

自主活動 

海岸清掃ボランティア  

RICOH INTERNATIONAL  

LOGISTICS(H.K) 三愛ロジスティクス[東部] 

東京都港湾局海上公園課 主催 

海の森 植林ボランティア  

五反田本社 

首都圏事業本部 三愛ロジスティクス[中部] 

三愛ロジスティクス[九州] 
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ＩＳＯ１４００１：２００４認証 

リコーロジスティクスグループでは、２０００年４サイト

における認証取得からスタートし、２００７年に日本国

内全拠点、更に中国極に範囲を拡げ活動を展開し

て参りました。２０１２年、リコーロジスティクスグルー

プ単体による認証登録から、リコーグループＩＳＯ１４０

０１統合認証に仲間入りし、リコーグループ物流部

門、更にはサードパーティーロジスティクス企業とし

て、ＣＳＲ方針に従い環境マネジメントシステムを推

進しております。 

環境マネジメントシステム 

リコーロジスティクスグループは、リコーグループＣＳ

Ｒ憲章に則り、存在感と信頼感を獲得した好循環な経営

基盤創出と持続可能な社会作りへの寄与に向け、次の３

点を方針の骨子とする。 

1．品質活動、環境活動、情報セキュリティ活動、労働安

全衛生活動、社会貢献活動の５つの活動とそれを包含す

るコンプライアンスを経営の重要な柱と位置付ける。 

2．事業活動の遂行上、併せ持つリスクを網羅的・統括的

に捕らえ実効性・効率性のある統合的リスクマネジメン

トを推進する。 

3．従業者一人一人は、事業活動に関わるあらゆる利害関

係者と向き合い、それを社会に対する責任と自覚し、グ

ループ全体の課題そして個人の課題として、理解し、取

り組み、責任を果たし、当ＣＳＲ方針を支える。 

■誠実な企業活動 

1．事業活動に関連する法規制及び当グループ各社の同意

するその他の要求事項、必要であれば可能な範囲で自主

基準を定め、これを順守する。 

2．現在及び将来の顧客ニーズを理解し、顧客要求事項を

理解し、顧客の期待に答える。 

3．事業活動に関わる重要情報流出防止とシステム障害発

生防止及び発生時における迅速な業務復旧に努める。 

■環境との調和 

4．事業活動が環境に与える影響を削減する為、(1)大気

汚染・土壌汚染・化学物質による汚染の防止(2)省エネル

ギー・省資源化(3)廃棄物の削減に努める。 

■人間尊重 

5．従業者一人一人、公正さと責任の保証のもと、自主性

を尊重し、互いに信頼で結び合い、お互いを尊重しあえ

る明るい職場環境を築く。 

■社会との調和 

6．社員、パートナーに対し、社会的責任の教育と啓蒙活

動を行い、周知と理解の基、あらゆる活動を通して地域

社会と共存し、積極的な役割を果たし貢献することによ

り、良好な関係を築く。 

7．ＣＳＲ方針は公開する。 

リコーロジスティクスグループ ＣＳＲ方針 
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会社基本情報 

会　社　名  リコーロジスティクス株式会社

 (英文名：RICOH LOGISTICS SYSTEM CO.,LTD)

本社所在地  東京都品川区東五反田 5-22-33

設　立 昭和39年2月1日

資　本　金　  4億4,800万円（2016年3月末現在）

代　表　者　　   代表取締役 社長執行役員　若松　勝久

従 業 員 数 　  連結：3,247名　　単体：1,962名 （2016年3月期 実績）

事 業 内 容   1)一般貨物自動車運送事業

  2）貨物運送取扱事業

  3）コンピューター・事務用機器類及びその消耗品等の回収・リサイクル事業

  4）倉庫業及び保税上屋業

  5）通関業

  6）航空貨物運送取扱事業

  7）港湾運送事業

  8）外航海運貨物運送取扱事業

  9）包装設計並びに包装資材の製造・販売

10）その他定款に定める事業

関 連 会 社　   三愛ロジスティクス株式会社[東部]

  三愛ロジスティクス株式会社[関東]

  三愛ロジスティクス株式会社[東京]

  三愛ロジスティクス株式会社[中部]

  三愛ロジスティクス株式会社[関西]

  三愛ロジスティクス株式会社[九州]

  RICOH LOGISTICS CORP.[USA]

  RICOH INTERNATIONAL LOGISTICS(H.K)Ltd.[香港]

  理光国際貨運代理（深セン）有限公司[中国] 
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会社の歩み 

1964年 2月 三愛運輸株式会社 創設(東京都大田区)

取締役社長に市村 清就任

1970年 9月 一般区域貨物自動車運送事業 免許取得(東京)

1971年 2月 厚木事業所・東北事業所 開設

1976年12月 自動車運送取扱事業 免許取得(東京)

1980年 2月 自社倉庫竣工 仙台営業所 オープン

1981年 1月 本社新社屋竣工(東京都大田区)

京浜島物流センター オープン

1987年 2月 物流センター厚木 オープン

10月 物流センター草加 オープン

1989年 2月 リコーロジステック株式会社に社名変更

1991年 8月 物流センター御殿場 オープン

1994年 8月 国際物流センター オープン

1995年 2月 RICOH INTERNATIONAL LOGISTICS(H.K)LTD.を香港に設立

中国華南地区市場へ本格進出

4月 リコーインターナショナルロジステック株式会社に社名変更

リコーロジステック(株)とリコーインターナショナルシステムズ(株)が合併

10月 ｢‘95ロジスティクス大賞奨励賞｣受賞

受賞テーマ｢国際物流センターの情報システム化｣

1996年 5月 アメリカ カリフォルニア州に北米支店を開設

1997年 4月 リコーロジスティクス株式会社に社名変更

1998年10月 横浜物流センター オープン

10月 ｢E-POCHグッドパッケージング賞｣受賞

(環境にやさしい段ボール緩衝材)

1999年10月 ｢‘99年ロジスティクス大賞奨励賞｣受賞

受賞テーマ｢輸出出荷システムの改善による

顧客との信頼関係の強化｣

2000年 5月 九州事業部を分社化

三愛ロジスティクス(株)[九州]を設立

7月 国内関連会社3社 社名変更

三愛物流東北(株)→三愛ロジスティクス株式会社[東北]

三愛物流中部(株)→三愛ロジスティクス株式会社[中部]

三愛物流関西(株)→三愛ロジスティクス株式会社[関西]

7月 オランダ アムステルダムに欧州支店を開設

10月 東北リサイクルセンターを開設

回収リサイクル事業を更に強化

12月 ｢ISO14001｣認証取得

(1)本社事務所[東京都品川区]

(2)京浜島サイト(東京ロジステックセンター) [東京都大田区]

(3)大黒サイト(国際物流センター) [横浜市鶴見区]

(4)；＜＠サイト(物流センター御殿場) [静岡県御殿場市]

2001年 7月 北海道への業務拡大に伴い呼称を変更

三愛ロジスティクス株式会社[東部] 

2001年 9月 ｢ISO14001｣認証取得

(1)BCAサイト(物流センター厚木)[神奈川県厚木市]

(2)三愛ロジスティクス 東北サイト[宮城県柴田郡]

(3)三愛ロジスティクス 岡崎サイト[愛知県岡崎市]

(4)三愛ロジスティクス 淡路サイト[大阪府大阪市]

(5)三愛ロジスティクス 鳥栖サイト[佐賀県鳥栖市]

11月 三愛ロジスティクス株式会社[東京]を設立

12月 日本全国98行政区で｢産業廃棄物収集運搬業｣許可

2002年 3月 三愛ロジスティクス株式会社[関東]を設立

5月 第三回物流環境大賞｢物流環境保全活動賞｣受賞

受賞テーマ｢循環型ロジスティクスシステムの構築｣

8月 RICOH LOGISTICS CORPORATIONを

米国(カリフォルニア) に設立

10月 ｢2002年度ロジスティクス大賞技術賞｣受賞

受賞テーマ｢SCM&グリーンロジスティクスを融合した

ビジネスモデルの構築 ～ゆりかごからゆりかごへ

“循環型ロジスティクスシステム”～｣

11月 ゼロエミッション(ごみゼロ)倉庫実現

(物流センター御殿場・物流センター厚木)

2003年 3月 ゼロエミッション(ごみゼロ)倉庫実現

(東北物流センター・淡路物流センター・鳥栖物流センター)

10月 ロジスティクスパトナー主催の

最新ロジスティクスセミナーで“物流と環境対策”講演

10月 JILS主催のロジスティクス強調月間2003

“九州ロジスティクス講演会”で

｢循環型ロジスティクス｣を講演

12月 ｢ISO 14001｣認証取得範囲 全４５サイトに拡大

12月 三愛ロジスティクス株式会社[関西]

淡路・天満事業所が｢安全性優良事業所｣認定

2004年 2月 JILS主催のロジスティクス関西大会2004で

｢循環型ロジスティクス｣を講演

3月 ゼロエミッション(ごみゼロ)倉庫 全17サイトに拡大

8月 ｢ISO14001｣認証取得範囲 全47サイトに拡大

11月 理光諮詢(深圳)有限公司を中国に設立

12月 ｢安全性優良事業所｣12事業所に拡大

12月 ISMS認証基準(Ver2.0)/BS7799-2：2002の認証取得

2005年 1月 物流センター関西 オープン

6月 チーム・マイナス6％参加

2006年 2月 物流センター埼玉 オープン

2007年 3月 ISMS認証基準(Ver2.0)/BS7799-2：2002をISO27001に移行

4月 理光諮詢（深圳）有限公司を

理光国際貨運代理（深圳）有限公司に社名変更

12月 ｢ISO14001｣認証取得範囲 全組織に拡大

12月 RICOH INTERNATIONAL LOGISTICS(H.K.)LTD.と

理光国際貨運代理(深圳)有限公司が

｢ISO27001｣を認証取得

2008年 5月 物流センター関東 オープン

10月 ｢‘08ロジスティクス大賞環境賞｣受賞

受賞テーマ｢環境経営の深化に向けたグリーン

ロジスティクスの高度化」

2009年12月 ｢ISO14001｣認証取得範囲、RICOH INTERNATIONAL 

LOGISTICS(H.K.)LTD.と理光国際貨運代理(深圳)有限公司に

拡大

2010年 8月 物流センター北名古屋 オープン

9月 物流センター板橋、関西リサイクルセンター オープン

2011年 3月 理光国際貨運代理（深圳）有限公司 自社車両導入

2012年 2月 RICOH LOGISTICS CORP.[USA]が「ISO27001」を認証取得

5月 物流センター横浜 オープン

8月 理光国際貨運代理（深圳）有限公司 華南物流センター オープン

12月 「ISO14001」認証をリコーグループ統合認証で取得

2013年 8月 「日本パッケージングコンテスト大型重量物包装部門賞」受賞

11月 物流センター宮城 オープン

「ISO9001」認証取得

首都圏事業本部 メジャーカスタマー事業部 電子デバイス課、

パーツ物流課,国際事業本部 マーケティングセンター

2014年 1月自社倉庫・岩手営業所 新社屋オープン

2月 2月1日、リコーロジスティクスグループが設立50周年を迎える

7月 物流センター城南島 オープン

8月 「日本パッケージングコンテスト適正包装賞」受賞

11月 物流センター川崎、山武営業所 オープン

国際ロジスティクスセンターがAEO（Authorized Economic Operator）

制度 特定保税承認 特定保税蔵置場として東京税関より承認
2015年７月 物流センター生麦 オープン

８月 物流センター京浜島内に物流技能伝承の場・トレーニングセンターを開設

「日本パッケージングコンテスト包装技術賞」受賞

１０月 「2015 年度ロジスティクス大賞 奨励賞」受賞

（受賞テーマ「通販物流ネットワーク再構築による、物流センターオペレーショ

ンの技術革新と、物流ネットワーク全体最適化の実現」）



・この報告書の内容に関するご意見、 

 お問い合わせは下記で承っています。 

 

リコーロジスティクス株式会社  

品質本部 ＣＳＲ・品質統括部 

〒１４１－００２２  

東京都品川区東五反田５－２２－３３ 

TEL：03-5449-1215  

FAX：03-5449-1241 

URL：http://www.rlc.co.jp/ 


